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第２章（四肢骨格の形態形成における転写因子 AP-2β の機能）では、ヒトの Char 
syndrome という遺伝病の原因遺伝子として同定された AP-2β という転写因子に焦点を当
て、この遺伝子が担う機能を解析している。また、本遺伝子の発現状態の種間差と指形態
の種間差にも注目し、この遺伝子の機能の仕方の違いが指形態の多様性創出に与える影響
を考察した。本研究から、指の形態形成を直接制御しうる転写因子として AP-2β が特定
された。 
第３章（鳥類の形態的特徴を生み出すゲノム配列の探索）では遺伝子発現の制御に着
目し、鳥類が示す互いに類似した四肢形態の形成に、鳥類のみに高度に保存されたゲノム
配列が関与することを予想し、種々の解析により特異的形態を担うシス配列（特にエンハ
ンサー）の活性の違いにより形態差が生み出される可能性を見出している。 
本研究全体を通じて、形態多様化の基本原理が具体的にどのように機能するのかとい
うことに関して、その一例を鳥類の四肢形態に見出すことができている。このような新規
概念を提唱しただけでなく、新規指形成因子の発見など本研究成果は当該研究分野に対し
てさまざまな重要な貢献をもたらした。これらの研究成果は本人が自立して研究活動を行
うに必要な高度の研究能力と学識を会得していることを明確に示しており、関亮平提出の
論文を博士（生命科学）の博士論文として合格と認める。 
 
 
 
